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（３）供用の経緯 

本公園は、昭和 57 年度に事業着手し、平成 7 年 4 月に「中入口センターエリア」およ

び「ひばの里」80ha を第１期開園しました。その後、平成 11 年に「星の里（備北オー

トビレッジ）」46.5ha、平成 14 年に第二駐車場 3.2ha、平成 15 年に「つどいの里」

49.1ha、平成 20 年 4 月に「北入口センターエリア」および「みのりの里」計 43.3ha

を追加開園してきました。 

平成２４年４月には「いこいの森」１０９．３ha の追加開園を行い全園開園となりま

した。 
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（４）園内の主な施設 

本公園は、６つのエリアと２つのセンターエリアで区分されており、各エリアには、四

季折々の花を楽しむことができる「花の広場」、８ha の広大な面積を有する「大芝生広場」、

週末には多くの子どもでにぎわう「大型複合遊具”きゅうの丘”」、「空想冒険遊具”きゅう

の森”」、「林間アスレチックコース」等の遊戯施設、平日でも多くの利用者でにぎわう「グ

ラウンドゴルフコース」等、子どもから大人まで楽しめる多数の施設が整備されています。 

 

【園内の主な施設】 

エリア名称 施設名称 

中入口センターエリア 
ビジターセンター、中の茶屋、棚田、花の広場 

サイクリングセンター、バーベキューハウス 

北入口センターエリア 
エントランスセンター国兼、ドッグラン 

湖畔広場、サイクリングセンター 

ひばの里 

さとやま屋敷、神楽殿、参集殿、さとやま展示館 

上の農家、下の農家 

やきもの工房、木の工房、鉄の工房 

水辺の里国兼池 国兼池 

つどいの里 
グラウンドゴルフコース、林間アスレチックコース

きゅうの森、大芝生広場「きゅうの丘」 

みのりの里 スイセンガーデン、なし園 

星の里（備北オートビレッジ） オートキャンプ場、コテージ、じゃぶじゃぶ池 

いこいの森 カブトムシドーム、散策路 

園内全体 サイクリングコース 

 

 

 

 

 

 

 

星の里 オートキャンプ場   中入口ｾﾝﾀｰｴﾘｱ 花の広場  水辺の里国兼池 カヌー体験 

 

 

 

 

 

 

 

いこいの森 カブトムシドーム    ひばの里 農家     つどいの里 きゅうの森 
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９００
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（６）ストック効果 

１）自然環境保全 

本公園は、地域の里山環境や、県内最大のため池である国兼池の景観を活かした計画・

整備を行ってきており、生物多様性保全上重要な里地里山（環境省 2015.12）にも選定

されています。 

さらに、園内で平成 10 年に生息が確認された国蝶オオムラサキ(準絶滅危惧種)の保全、

中国地方の里山を象徴するササユリの群生復原、県立広島大学と連携した貴重植物ヒゴタ

イ(絶滅危惧Ⅱ類)の保全、中国横断自動車道尾道松江線整備時に確認された貴重植物エヒ

メアヤメ(絶滅危惧Ⅱ類)の移植など、豊かな自然環境を生かした希少植物の生育場を提供、

保全を行っています。 

 

  

【公園内で成虫となったオオムラサキ】    【エヒメアヤメの保全】 

 

 

２）歴史文化の保全活用 

本公園では、100 年前の農村景観や農作業を再現したエリアを整備し、昔の生活を再現

した空間を提供しています。また、日本古来の製鉄法である「たたら製鉄」や、「田植え体

験」、「稲刈り体験」、「わら細工体験」など、地域の年中行事を来園者に参加していただけ

る様々な体験プログラムとして一年を通して提供し、地域の文化の保存・伝承を行ってい

ます。 

 

  

【鉄づくり体験の様子】        【わら細工体験の様子】 
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５）ボランティアの育成 

本公園では、周辺地域住民のボランティア活動による地域文化を継承するイベントや園

内ガイド等を展開することによって、来園者と地域とのふれあいの場を提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の子ども達と一緒に森の手入れ】    【ボランティアによる水鳥観察会】 
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２）自然環境の保全・活用と循環型社会の構築の推進 

○里山の多様な自然環境の保全、活用の取組を推進 

・国蝶であるオオムラサキをはじめ、多様な動植物が生息・生育できるような自然環境

の保全、復元を進めるともに、地元小学校等課外授業の学習の場を提供し、環境保全

に対する関心を高める取組を推進します。 

・公園内で発生したせん定枝や除草した草をチップ化、堆肥化して再利用する取組を引

き続き行い、循環型社会の構築に貢献します。 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

【地元小学校と協働で整備した    【オオムラサキの保護・繁殖の取組】 
ビオトープでの生物調査】 

 

３）連携による広域観光の推進、地域の活性化 

○連携した効果的な広報を実施し、広域観光の取組を推進 

・中国地方の観光情報の発信や企画展示を行うなど、中国地方の多様な観光資源を公園

の利用者に発信するとともに、中国横断自動車道（中国やまなみ街道）沿線施設と連

携した効果的な広報を実施し、広域観光を推進します。 

・増加するインバウンド需要を取り込むため、地域と連携して海外に向けた PR 活動を

積極的に推進し、地域観光振興に貢献します。 

・庄原市、地元団体、NPO や民間企業など、地域との連携による交流イベントの開催

等により、地域の活性化に貢献します。 

・北入口センターエリアのエントランスセンター国兼を地域の情報発信の場や地域と公

園来園者との交流人口の拡大による地域活力の向上の場として活用することを目的

とした検討を実施し、地域の活性化を支援します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【庄原市との共催による地域交流イベント 【庄原市との共催による地域交流イベント 
「さとやま夢まつり」】         「こどもまつり」】 
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４）協働による公園管理を通じた地域の担い手の養成 

○地域住民や公園利用者等との協働による公園管理を推進 

・地元住民との協働による花壇づくり、いこいの森散策ガイドボランティアなど、多様な主体

が公園づくりに参加できる取組を充実することで、参加型の公園管理の仕組みづくりを進め

るとともに、地域づくりに主体的に取り組む担い手の養成に貢献します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【ガイドボランティアによる自然観察会】   【ボランティアによる花壇づくり】 

 

５）安全で安心な公園づくりの推進 

○誰もが安全で安心して利用できる公園づくりを推進 

・長寿命化計画に基づき、計画的かつ効果的な施設の補修・改修を実施し、施設の長寿命化を

はかることにより、ライフサイクルコストの平準化に努めます。特に、老朽化が進行してい

る展望台は早期に再整備します。再整備にあたっては、木材の利用の促進に努めます。 

・遊具などの利用案内や巡視・点検を適切に行い、安全管理を徹底します。 

・車椅子利用者の方も快適に利用できるルートを拡大します。 

・ホームページや公園マップ、ガイドマップ、案内サインの多言語化、園内での Wi-Fi 環境整

備を進めるなど、ユニバーサルデザインの考え方に基づき、近年増加するインバウンドにも

対応し、訪日外国人旅行者を含めた誰もが安全で安心して利用できる公園づくりを推進しま

す。 

・庄原市の緊急避難場所に指定されており、地震等の災害発生時に来園者及び周辺住民の方を

受け入れる環境を引き続き維持・向上することで、地域の防災性向上に寄与します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

【バリアフリーに配慮した再整備を      【シルバー・障害者等優先の 

計画している展望台】           無料園内移動施設】 
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シ、ポスター

連携した広報

を実施します

NS による

運営の実施に

トの縮減に努

【春まつり

約２８０万本

【秋まつり

ンエリアでは

スモスが楽し

に向けたイベ

ベントを開催

取組を推進

ベントの開催

ー、リーフレ

報活動を実施

す。 

情報発信】

にあたっては

努めます。

り】 

の春の花が楽

り】 

、約２００万

めます。 
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ベントの展

催し、更な

催時におい

レットの配

施します。

 

 

 

 

 

 

 

 

     

は、引き続

しめます。

本もの

開 

る入園者数

ては、マス

置・配付を

また、ホー

  

【マツダス

きサービス

夏 

冬 

いこいの森カ

のカブトムシ

【ウインタ

冬の夜空をイ

かく包み込み

数の増加を図

スメディアへ

を行うととも

ムページに

スタジアム

ス向上を図り

【夏まつり

カブトムシドー

シと触れ合えま

ターイルミネ

イルミネーショ

みます。 

図る 

へのタイム

もに、地元自

に加え、SNS

におけるＰ

りながら、利

り】 

ームの中で、沢

ます。 

ネーション】

ョンの光があた

リーな情報

自治体や他

S での積極

ＰＲ活動】

利用者の安

沢山

】 

たた
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３．事業効果 

①中国地方の豊かな歴史や伝統文化の保存・継承 

・中国山地でかつて行われていた古代たたら鉄づくりの再現や古代米づくり、往時の農

家の生活などの実演や体験プログラムにより、中国地方の特徴である里山環境ではぐ

くまれた歴史・伝統文化の保存・継承を図ることができます。 

 

②自然環境の保全・活用・循環型社会の構築の推進 

・里山の多様な自然環境の保全、活用の取り組みを推進することで、貴重な生物種の保

全を図ることができます。 

・公園内で発生したせん定枝や除草した草をチップ化、堆肥化して再利用する取り組み

を行い、循環型社会の構築に寄与します。 

 

③連携による広域観光の推進、地域の活性化 

・中国地方の観光情報の発信や企画展示を行い、中国地方の多様な観光資源の発信に寄

与します。 

・庄原市、地元団体、NPO や民間企業など、地域との連携による交流イベントの開催

により、地域の活力を創出します。 

・国内外からの来園者が増加することにより、地域経済等の活性化に寄与します。 

 

④地域の担い手の養成 

・多様な主体が公園づくりに参加できる取り組みを充実することで、ボランティア団体

等の参加型の公園管理の仕組みづくりを進めることにより、地域づくりに主体的に取

り組む担い手の養成に貢献します。 

 

⑤安全で安心な公園づくり 

・巡視・点検を適切に行い、安全管理の徹底を図ることで、利用者が安全かつ安心して

利用できる公園となります。 

・公園施設を対象に策定した公園施設長寿命化計画に基づき、計画的かつ効果的な施設

の補修・改修を実施することにより、ライフサイクルコストの縮減を図ることができ

ます。 

・庄原市の緊急避難場所に指定されており、地震等の災害発生時に来園者及び周辺住民

の方を受け入れる環境を維持・向上し、地域の防災性向上に寄与します。 

 

 

４．おわりに 

なお、本プログラムは、公園を巡る社会情勢の変化等を踏まえ、適宜見直しを行ってい

きます。 


